特集「第2回大学教育改革フォーラム:これからの大学はどのような人間の育成を目指すか」の記録 挨拶 by 佐藤, 幸治
Title特集「第2回大学教育改革フォーラム:これからの大学はどのような人間の育成を目指すか」の記録 挨拶
Author(s)佐藤, 幸治











































の知恵が､もし見張っていなければ､どうなるでしょう｣､と｡ 小林は､学問上の発見や発明にも､ こうした定義 し
難い柔軟な生活の知恵が働かねばならないと示唆しているわけですが､私は､こうした柔軟な生活の知恵というもの
を refineL豊かにするというところに､教養教育の意義があるのではないかと密かに思ってまいりました｡
これも私事にわたって恐縮ですけれども､過日さる席でたまたま隣り合わせになった万 一この方は京大工学部出
身で､私より数年後のご卒業で､会社でご活躍なさっておられるのですが- から､教養部の学生時代に上野先生の
芸術学の講義が大変面白く､卒業後同好の士とかたらって上野先生を囲む会を作った､上野先生が亡くなられた後も
その会を続けてきている､というようなお話を伺いました｡私自身は教養部時代は誠に怠惰な学生で､どうみても立
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派な学生とは申せなかったんですけれども､実はこの上野先生の芸術学の講義は1回も欠かさずに出席いたしました｡
私は卒業後憲法学を職業とするようになりましたけれども､人権とか個人の尊厳といった問題を考える時､なぜなの
か私自身よくわからないのですが､上野先生の荘厳についてのお話､とりわけ ｢ススキの原はなぜ荘厳か｣といった
ことを熱っぽくお話になった教室の場面とどこかで実際にみたススキの原を､欠くことのできない背景としていつも
思い出すのです｡
つい余計なおしゃべりをしてしまいました｡京都大学がその使命を果たしていくためには､様々な課題がございま
す｡その中で一番大事なひとっは､いかにして良き教育をなしうるかということであり､この課題は充実した教養教
育をいかにして実現できるかに大きくかかっているように思います｡11月19日に井村総長が再選され､就任受諾のス
ピーチをなさいましたけれども､そのスピーチにおいてまずこのセンターの存在に触れ､センターの協力を得ながら
京都大学における教養教育の充実を図ることが､これからの2年間の自分の使命のひとつだ､とおっしゃったことを
大変印象深く聞きました｡本日のフォーラムが､本センターの今後の活動のうえで､大きな示唆を与え､励ましとな
りますことを期待いたしまして､簡単ではございますけれどもご挨拶とさせていただきます｡どうも有り難うござい
ました｡
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